


五
月
二
十
九
日
ま
で
に
回
収
さ
れ

た
三
千
百
九
十
四
通
に
つ
い
て
中

間
的
に
集
計
さ
れ
た
も
の
で
す
。

第
一
回
目
に
示
さ
れ
た
合
併
協

定
項
目（
案
）に
従
っ
て
、各
町
の
行

っ
て
い
る
事
務
事
業
を
調
整
す
る

た
め
の
調
整
方
針
が
、
本
日
ま
で
に

す
べ
て
の
小
委
員
会
で
確
認
さ
れ
、

本
協
議
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
と
し
て
は
、
合
併
特

例
法
で
協
議
会
が
策
定
す
る
と
規

定
さ
れ
て
い
る
「
新
市
建
設
計
画
」

に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
方
針
が
示

さ
れ
、
全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
他
、
六
町
内
の
二
十
歳
以

上
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
七

千
人
及
び
、
丹
後
地
内
三
高
等
学

校
に
通
う
六
町
の
高
校
生
の
最
終

学
年
の
方
を
対
象
に
、
五
月
十
五

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
住
民
意

識
調
査
に
つ
い
て
、
中
間
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
一
般
分
が
配
布

数
七
千
通
で
有
効
回
収
数
三
千
二

百
五
十
一
通
、
回
収
率
四
六．

四

四
㌫
、
高
校
生
分
が
配
布
数
六
百

八
十
五
通
で
回
収
数
六
百
五
十
九

通
、
回
収
率
九
六．

二
〇
㌫
と
な

り
ま
し
た
。

協
議
会
で
報
告
さ
れ
た
の
は
、

六
月
二
十
六
日
、
峰
山
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
二

回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
正
副
会
長
の
変
更
、

住
民
意
識
調
査
の
中
間
報
告
及
び

各
小
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
「
合

併
協
定
項
目
の
調
整
方
針
」
の
報

告
が
行
わ
れ
、
協
議
事
項
と
し
て

「
新
市
建
設
計
画
の
策
定
方
針
」
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
会
長
で
前
丹
後

町
長
の
故
相
見
幸
三
氏
の
逝
去
に

伴
い
、
六
月
一
日
付
け
で
副
会
長

の

岡
六
右
衛
門
網
野
町
長
が
会

長
に
、
吉
岡
光
義
久
美
浜
町
長
が

副
会
長
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
六
月
十
六
日
の
丹
後

町
長
選
挙
に
お
い
て
初
当
選
さ
れ

た
中
江
宏
樹
町
長
が
、
同
日
付
で

協
議
会
委
員
に
、
ま
た
五
月
十
二

日
に
施
行
さ
れ
た
網
野
町
議
会
議

員
選
挙
に
よ
り
、
委
員
の
交
代
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
併
せ
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
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1 会長 、 副会長の変更 （ 平成１４年６月１日付け ） 
会　長　　 岡六右衛門　網野町長 
副会長　　吉 岡 光 義　久美浜町長 

2 委員の変更 
・丹後町１号委員 

中江宏樹委 員 （ ６月１６日付け ） ← 相見幸三委員 
・網野町 2号委員 

奥野重治委 員 （ ５月１３日付け ） ← 谷己津彦委員 
3 各小委員会の委員長 、 副委員長等の変更について 
（ 建設 ･ 産業小委員会 ） 
【 副委員長 】 田茂井誠司郎委員 （ 網野町 ） 

←　末次 孝委員 （ 網野町 ） 
（ 新市建設計画策定小委員会 ） 
【 委員長 岡六右衛門委員 （ 網野町 ） 

←　相見幸三委員 （ 丹後町 ） 
【 副委員長 】 吉岡光義委員 （ 久美浜町 ） 

←　 岡六右衛門委員 （ 網野町 ）
4 その他 
・幹事長 （ 合併協議会事務局長 ） の変更 

梅田耕之助網野町助役 （6月1日付け ） 
←　田中義男丹後町助役 

】 

高 



①
計
画
の
趣
旨

本
計
画
は
、
峰
山
町
、
大
宮

町
、
網
野
町
、
丹
後
町
、
弥
栄

町
、
久
美
浜
町
の
合
併
後
の
新

市
の
建
設
を
総
合
的
か
つ
効
果

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
本
計
画
を
実
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
六
町
の
速
や
か
な
一

体
化
を
促
進
し
、
住
民
福
祉
の

向
上
と
新
市
全
体
の
均
衡
あ
る

発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
新
市
の
進
む
べ

き
方
向
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細

か
つ
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

本
計
画
に
基
づ
き
、
新
市
に
お

い
て
作
成
す
る
基
本
構
想
、
基

本
計
画
、
実
施
計
画
に
委
ね
る

も
の
と
す
る
。

②
計
画
の
構
成

本
計
画
は
新
市
を
建
設
し
て

い
く
た
め
の
基
本
方
針
及
び
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
主
要

事
業
、
公
共
的
施
設
の
統
合
整

備
及
び
財
政
計
画
を
中
心
と
し

て
構
成
す
る
。

③
計
画
の
期
間

本
計
画
に
お
け
る
主
要
事
業
、

公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
及
び

財
政
計
画
は
、
合
併
後
、
概
ね

一
〇
年
程
度
の
期
間
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
新
市
の
基
本
方
針
を

定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
将
来

を
見
据
え
た
長
期
的
視
野
に
立

つ
も
の
と
す
る
。

④
そ
の
他

公
共
的
施
設
の
統
合
整
備
に

つ
い
て
は
、
住
民
生
活
に
急
激

な
変
化
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
十

分
配
慮
し
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
、

さ
ら
に
財
政
事
情
を
考
慮
し
な

が
ら
逐
次
実
施
し
て
い
く
も
の

と
す
る
。

財
政
計
画
に
つ
い
て
は
、
地

方
交
付
税
、
国
や
府
の
補
助
金
、

地
方
債
等
の
依
存
財
源
を
過
大

に
見
積
も
る
こ
と
な
く
、
新
市

に
お
い
て
健
全
な
財
政
運
営
が

行
わ
れ
る
よ
う
十
分
留
意
し
て

策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

新
た
に
誕
生
す
る
市
は
、
面

積
が
広
大
に
な
る
こ
と
か
ら
、

全
市
域
を
カ
バ
ー
す
る
事
業
と

各
地
域
の
課
題
を
把
握
し
た
う

え
で
地
域
の
特
性
を
生
か
せ
る

よ
う
な
事
業
を
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
に
わ
た
り
、
効
果
的

な
事
業
の
展
開
を
図
っ
て
い
く

も
の
と
す
る
。

ま
た
、
本
計
画
の
検
討
に
際

し
て
は
、
住
民
意
向
を
十
分
に

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
合
併
の

効
果
の
最
大
活
用
、
及
び
合
併

に
伴
う
懸
念
事
項
へ
の
適
切
な

対
応
に
、
十
分
留
意
し
て
策
定

す
る
も
の
と
す
る
。
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議事経過
◆報告事項

・報告第１号　合併協議会会長、副会長及び委員の変更等
について

・報告第２号 「新しいまちの建設計画策定のための住民
意識調査」中間報告について

・報告第３号　合併協定項目の調整方針について
◆協議事項

・協議第１号　新市建設計画の策定方針について・・確認

主な意見
委　員　策定方針の中の、計画の期間が１０年間ということに

なっているが、交付税が削減される１１年度以降の計
画についてはどうなっているのか。

事務局　先行の事例を参考に作成したもので、期間を１０年と
しているものがほとんどであった。合併特例債の優遇
措置が同じ期間となっており、この間にどういう整備
をすべきかを、この計画において作るのが本旨と聞い
ている。また交付税の特例措置が１０年で切れるが、
その間に新しい市として馴染んでくると考えるので、
その後の財政運営については新市に委ねたい。

委　員　報告第３号については、報告ではなく協議事項ではな
いか。

事務局　全ての小委員会で議論していただき意見の一致をみて
いるので、報告の形をとらせてもらった。

委　員　小委員会で承認されているのは理解しているが、協議
会の場が最終決定の場と理解している。

事務局　協議会での確認が、最終決定となることを原則として
いる。しかし、この調整方針については、小委員会で

すべての委員により確認されたものであり、二度も審
議をお願いするのはどうかと考え報告とした。通常、
議題はひとつの小委員会でのみ議論されるので、協議
会の場で確認していただくこととしている。

委　員　小委員会での議論を尊重するのはわかるが、やりすぎ
ると協議会の場で意見が出せなくなる。確かに３小委
員会で同じ結論が出たが、この協議会の場所を大事に
していただきたい。

委　員　計画の趣旨のところには、詳細かつ具体的内容は新市
に委ねるとなっているが、計画の構成では主要事業等
を中心として策定することになっている。合併してか
らやる部分と、この協議会で調整する部分とが分かり
にくい。

事務局　新市を作るための計画を引き継いでもらうが、この計
画策定の過程で議論されたものは、新市の柱となり、
より肉付けされていかれると理解している。先行事例
では、建設計画が土台となり、より詳細な計画が上積
みされている。

◆第１回合併協議会の会議録の公開について・・・確認
◆第３回協議会の日程及び議題（案）について

・日　　時　　平成１４年７月２４日（水）午後１時３０分～
・場　　所　　アミティ丹後（網野町）
・議題（案） 協議事項

①「１　合併の方式に関すること」
②「２　合併の期日に関すること」
③新市建設計画の財政計画の策定の考え方

報　　告　　「住民意識調査」最終報告

文責　峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町合併協議会事務局

（速報のため、事後修正の可能性あり）
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　事務局に聞いたら、これは５月２９日到着分の３,１９４通を
基に中間的にまとめられたもんらしーでー。結果概要については、
自由記述等を含めて後日公開になるらしーわ。何が書いちゃるか
楽しみだわ。 

丹後ベン太さん 

財政規模拡大により可能となる質の高い施設整備や事業の実施 

道路・公共施設整備、観光・交流の活性化等広域的まちづくり 

各町の公共施設の有効活用や相互利用 

様々な課題に対応できる専門職員確保等行政サービスの高度化 

公共料金の見直し 

特別職や議員の削減、職員の定数の適正化等による経費削減 

行政改革や財政構造改革の促進 

生活実態に即した行政界（町境）の見直し 

イメージアップや存在感向上による企業誘致や若者の定着促進 

その他 

わからない 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 

行政区域の広域化によるサービスの低下 

合併後の役所（中心的機能）の地理的な不便性 

一部の地域の発展とその他周辺部との格差の発生 

住民の連携感が薄れ、地域コミュニティが崩壊 

町固有の歴史・伝統・文化の忘却 

愛着ある町名の消失 

公共料金の値上げによる住民負担の増大 

議員数減少により、住民の意思が反映されにくくなること 

その他 

わからない 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 

一般 

一般 
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配 布 数  

一般分  高校生  

有効回収数 

7,000通 685通 

回 収 率  

3,251通 659通 

46.44％ 96.20％ 

配布回収状況 

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 

海岸や海浜の美しい景観や水・緑を生かした自
然豊かなまち 
地域の歴史的資源、伝統・文化を生かしたまち 
 
自然と調和した農林漁業が活発なまち 
 
商工業・サービス業が活発で、働く場に恵まれ
た産業のまち 
道路・下水道等が整備された都市基盤充実のまち 
 
快適に暮らせる住まいや居住環境に恵まれたまち 
 
災害や事故のない安全なまち 
 
高齢者や障害者などすべての人が安心して暮ら
せる福祉のまち 
医療体制と健康づくり施策が充実した健康のまち 
 
保育所・幼稚園・学校が充実し、子供が地域で
健全に育つまち 
文化・創作活動や生涯学習活動のさかんなまち 
 
スポーツ活動のさかんなまち 
 
多くの観光客が訪れ、活発な交流が行われる観
光のまち 
ごみ減量やリサイクルなど、環境問題に積極的
に取り組むまち 
情報・通信機能の発達した高度情報化のまち 
 
国際交流に積極的に取り組むまち 
 
その他 

■ 

■ 

■一般 

■高校生 

丹後ノコちゃん 



の
終
わ
っ
た
項
目
か
ら
協
議
会
に

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
項
目
が
合
併

協
定
項
目
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ス
ル
乃
　

ほ
ん
ま
に
、
合
併
し
て
よ
く
な

る
の
か
し
ら
ね
ー
。
最
近
、
買
い

物
に
行
っ
て
も
、
役
場
が
遠
く
な

ら
な
い
か
と
か
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ん
か
が
低
下
し
な
い
か
っ
て
、

不
安
に
思
う
声
を
よ
く
聞
く
わ
。

本
当
に
大
丈
夫
な
の
。

ノ
コ
ち
ゃ
ん
　

お
ば
ち
ゃ
ん
、
合
併
す
る
い
う

こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

の
。

ス
ル
乃

三
人
寄
れ

ば
文
殊
の
知

恵
と
い
う
よ

う
に
、
一
人

よ
り
も
二
人
、

二
人
よ
り
も
三
人
い
た
方
が
、
何

を
す
る
に
も
心
強
い
し
、
今
ま
で

で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
て
、
で

き
る
よ
う
に
な
る
か
も
ね
。

答
　
え
　

平
成
十
二
年
の
地
方
分
権
一
括

法
の
施
行
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
何

を
す
る
に
も
国
が
指
導
監
督
し
て

い
ま
し
た
が
、
各
町
役
場
で
は
住

え
え
と
こ
ろ
に
。
ほ
れ
、
こ
の
前

か
ら
峰
山
に
で
き
と
ろ
う
が
、
合

併
協
議
会
い
う
も
ん
が
。
そ
れ
で

ノ
コ
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
、
わ
か
ら

ん
と
こ
ろ
を
聞
い
と
る
だ
っ
ち
ゃ
。

ス
ル
乃

そ
う
な
の
。
ベ
ン
太
さ
ん
、
ノ

コ
ち
ゃ
ん
、
一
緒
に
聞
か
せ
て
ね
。

ベ
ン
太

ス
ル
乃
さ
ん
は
、
合
併
協
議
会

を
見
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
か
え
。

こ
の
前
行
っ
て
き
た
だ
け
ど
、
役

場
の
や
っ
と
る
仕
事
の
調
整
方
針

だ
の
、
新
し
い
ま
ち
の
建
設
計
画

の
策
定
方
針
だ
の
が
確
認
さ
れ
た

だ
け
で
、
料
金
が
ど
う
な
る
と
か

い
う
の
は
な
か
っ
た
わ
。

ス
ル
乃
　

協
議
会
の
協
議
の
す
す
め
方
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

答
　
え

各
町
役
場
で
行
っ
て
い
る
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
洗
い
出

し
が
終
了
し
ま
し
た
。
現
在
、
小

委
員
会
の
方
で
新
し
い
ま
ち
に
な

る
た
め
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
務
事
業
等
の
議
論
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

多
く
の
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
こ
で
、
確
認
及
び
調
整

何
か
、
ガ
ッ
ペ
イ
、
ガ
ッ
ペ
イ
い

う
て
大
人
の
人
が
言
う
と
る
け
ど
、

ち
ょ
っ
と
は
子
供
に
だ
っ
て
意
見

を
聞
い
て
ほ
し
い
わ
。

ベ
ン
太
　

そ
う
だ
で
ー
。
ノ
コ
ち
ゃ
ん
の

勉
強
に
な
る
よ
う
に
、
こ
う
や
っ

て
連
れ
て
き
た
ー
で
ー
。
聞
い
て

み
て
ゃ
ー
こ
と
が
あ
っ
た
ら
聞
い

て
み
ー
や
。

ス
ル
乃
　

ま
あ
、
ベ
ン
太
さ
ん
に
ノ
コ
ち

ゃ
ん
。
こ
ん
な
所
で
何
し
て
る
ん

で
す
か
。

ベ
ン
太
　

あ
ー
、
こ
れ
は
う
ら
の
本
間
丹

ほ
ん
ま
に

ス
ル
乃の

さ
ん
だ
に
ゃ
ー
き
ゃ
ー
。

ベ
ン
太
　

こ
の
前
、
初
め
て
合
併
協
議
会

を
見
に
行
っ
て
き
た
わ
。
意
見
が
よ

う
け
出
る
思
っ
と
っ
た
の
に
、案
外

出
な
ん
だ
な
。
そ
ん
な
も
ん
か
え
。

答
　
え

協
議
会
に
出
さ
れ
る
議
案
等
は
、

各
小
委
員
会
で
確
認
さ
れ
た
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、
各
小

委
員
会
で
出
さ
れ
た
議
案
及
び
資

料
、
そ
し
て
会
議
概
要
は
、
他
の

小
委
員
会
の
委
員
さ
ん
に
も
配
ら

れ
ま
す
の
で
、
協
議
会
に
出
さ
れ

る
議
案
は
、
担
当
す
る
小
委
員
会

で
ど
う
議
論
さ
れ
て
き
た
か
な
ど
、

全
て
の
委
員
さ
ん
が
事
前
に
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た
め
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
は
、

さ
ら
に
議
案
が
出
て
き
ま
す
の
で
、

活
発
な
議
論
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ベ
ン
太
　

今
日
は
孫
の
ノ
コ
ち
ゃ
ん
を
連

れ
て
き
た
だ
け
ど
、
ノ
コ
ち
ゃ
ん

何
か
聞
き
た
い
こ
と
あ
る
か
え
。

ノ
コ
ち
ゃ
ん
　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
こ
の
人
な
の
、

合
併
の
こ
と
教
え
て
く
れ
る
ん
は
。
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民
に
身
近
な
行
政
を
行
う
総
合
的

な
機
関
と
し
て
、
自
ら
の
判
断
と

責
任
で
地
域
づ
く
り
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
今

後
こ
の
体
制
を
ま
す
ま
す
強
化
し

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
、
各
町
で
は
子
供

が
少
な
く
お
年
寄
り
が
多
く
、
加

え
て
労
働
人
口
の
減
少
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、「
町
」
と
い
う
も
の
の
在
り

方
を
問
う
市
町
村
合
併
の
議
論
を
、

皆
さ
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
す
。

ベ
ン
太

働
く
者
が
少
な
く
な
る
と
、
や

っ
ぱ
り
具
合
が
悪
い
か
え
。

答
　
え

今
日
、
地
方
分
権
の
推
進
と
と

も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

住
民
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
を
将
来

に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
受
益
と
負
担
の
関
係
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
行
財
政
の
基
盤
強

化
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ル
乃

行
政
の
ス
リ
ム
化
も
、
合
併
の

目
的
の
ひ
と
つ
な
の
ね
。
で
も
、

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
か
本
当

に
不
安
ね
。

答
　
え

行
政
の
効
率
化
を
考
え
て
い
く

上
で
、
協
定
項
目
の
調
整
方
針
の

一
つ
と
し
て
、「
住
民
福
祉
施
策
に

つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
」
と
定

め
て
い
ま
す
。

ベ
ン
太

だ
け
ど
、
働
く
者
が
お
ら
ん
よ

う
に
な
る
い
う
こ
と
は
、
税
金
も

減
る
だ
ろ
う
が
。
そ
れ
に
、
わ
し

ら
ー
み
た
い
な
年
寄
り
が
多
い
な

る
い
う
こ
と
は
、
福
祉
に
が
っ
し

ゃ
ー
銭
が
い
る
い
う
こ
と
だ
ろ
う

が
。
今
だ
っ
て
、
行
政
改
革
だ
い

う
て
効
率
化
し
て
行
政
の
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
を
守
ろ
う
と
し
と
る
の

に
、
そ
ん
な
町
ば
っ
か
り
が
集
ま

っ
て
大
丈
夫
き
ゃ
ー
。

答
　
え

各
町
に
お
い
て
、
今
ま
で
に
行

政
改
革
を
推
進
し
、
一
定
の
行
財

政
の
効
率
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
に
述
べ
ま
し
た
地
方

分
権
の
進
展
に
よ
り
、
今
後
は
町

の
独
自
性
が
発
揮
で
き
る
反
面
、

そ
の
自
主
性
・
自
立
（
律
）
性
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
方
で
議
論
さ
れ
て
い

る
地
方
交
付
税
の
削
減
問
題
な
ど

も
今
後
の
六
町
の
財
政
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

ス
ル
乃

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
町
で
は
、
苦

し
く
な
る
の
ね
。

答
　
え

現
在
の
ま
ま
で
は
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
今
後

ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
合
併
と
い
う
手
段
を
と

っ
た
場
合
、
行
政
改
革
を
促
進
し
、

そ
の
結
果
生
ま
れ
た
財
源
を
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
に
回
し
た

り
、
負
担
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
に

振
り
向
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

ベ
ン
太

何
か
維
持
す
る
だ
の
守
る
だ
の
、

合
併
し
て
も
新
し
い
こ
と
は
何
も

で
き
ん
だ
か
い
や
ー
。
そ
ん
な
ん

だ
っ
た
ら
、
あ
ん
ま
り
合
併
い
う

て
魅
力
が
に
ゃ
ー
だ
に
ゃ
ー
か
。

答
　
え

い
い
え
、
合
併
特
例
法
で
協
議

会
に
お
い
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
「
市
町
村
建
設
計
画
」

で
は
、
合
併
後
の
指
針
や
将
来
像

が
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
る
事
業
は
、
こ

の
将
来
像
を
も
と
に
企
画
さ
れ
る

も
の
で
、
こ
う
し
た
努
力
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
合
併
特
例
債
等

の
財
政
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ベ
ン
太
　

合
併
特
例
債
っ
て
、
何
の
こ
と

で
ゃ
ー
。
ど
っ
ち
み
ち
借
金
の
こ

と
と
ち
ゃ
う
だ
き
ゃ
ー
。

答
　
え
　

こ
れ
は
、
市
町
村
建
設
計
画
に

基
づ
く
事
業
に
つ
い
て
、
合
併
後

十
年
間
に
わ
た
り
借
り
入
れ
で
き

る
も
の
で
、
お
お
む
ね
三
分
の
二

が
地
方
交
付
税
で
財
源
支
援
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
道
路
や

橋
、
福
祉
施
設
な
ど
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
重
点
的

に
整
備
す
る
た
め
に
約
三
百
八
十

億
円
、
ま
た
地
域
行
事
や
伝
統
文
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の
場
合
は
六
十
人
以
内
で
定
数
を

決
め
選
挙
を
す
る
方
法
と
、
も
う

ひ
と
つ
は
現
在
の
議
員
、
つ
ま
り

丹
後
六
町
で
は
定
数
百
四
人
（
現

員
は
百
二
人
）
が
、
合
併
後
二
年

を
超
え
な
い
範
囲
で
そ
の
ま
ま

「
新
し
い
ま
ち
」
の
議
員
と
し
て
在

職
す
る
方
法
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
三
つ
の
方
法
か
ら
い
ず
れ
を
選

ぶ
か
を
、
合
併
協
議
会
で
協
議
さ

れ
決
め
ら
れ
ま
す
。

ベ
ン
太

そ
ん
な
難
し
い
こ
と
き
ゃ
ー
。

答
　
え

町
議
会
議
員
は
、
町
の
行
政
を

進
め
る
上
で
、
住
民
の
代
表
と
し

て
選
挙
で
選
ば
れ
た
人
で
、
重
要

な
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
併

し
て
新
し
い
ま
ち
に
な
る
と
、
改

め
て
こ
の
重
要
な
仕
事
を
す
る
議

員
を
選
ぶ
た
め
の
、
そ
の
任
期
や

定
数
を
決
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
住
民
に
と
っ

て
大
事
な
協
議
内
容
の
一
つ
で
す
。

ベ
ン
太

任
期
や
定
数
は
ど
う
な
る
で
ゃ
ー
。

答
　
え

議
会
の
議
員
は
合
併
を
す
る
と
、

そ
の
前
日
に
失
職
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
従
っ
て
首
長
と
同
様
、

選
挙
で
選
ば
な
く
て
は
な
ら
ず
、

そ
の
定
数
は
法
律
で
定
め
ら
れ
、

丹
後
六
町
の
場
合
、
最
大
三
十
人

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
特

例
法
で
は
、
こ
れ
以
外
に
、
二
つ

の
方
法
が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
合
併
後
最
初
に
執

行
さ
れ
る
議
会
議
員
の
選
挙
の
時

だ
け
、
法
律
に
定
め
る
定
数
の
二

倍
を
超
え
な
い
範
囲
、
こ
の
六
町

ベ
ン
太

こ
の
前
の
総
務
何
と
か
小
委
員

会
で
、
町
会
議
員
さ
ん
の
定
数
だ

と
か
任
期
だ
と
か
出
と
っ
た
ら
し

い
け
ど
、
ど
う
な
っ
た
で
ゃ
ー
。

答
　
え

六
月
十
四
日
の
総
務
・
企
画
・

議
会
小
委
員
会
の
協
議
に
出
さ
れ

ま
し
た
が
継
続
協
議
と
い
う
こ
と

で
、
各
町
の
議
会
で
も
協
議
さ
れ
、

今
後
小
委
員
会
で
協
議
が
す
す
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。

っ
ち
ゅ
う
の
を
受
け
ら
れ
る
な
ー
。

答
　
え

そ
う
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
合

併
特
例
法
の
期
限
内
に
合
併
し
た

ら
、
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
合

併
後
十
ヵ
年
度
は
合
併
し
な
か
っ

た
場
合
の
、
そ
の
年
度
の
旧
町
の

普
通
交
付
税
が
保
障
さ
れ
、
さ
ら

に
そ
の
後
五
ヵ
年
間
は
段
階
的
に

減
少
し
て
い
く
緩
和
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。
現
在
、
六
町
の
普
通
交

付
税
総
額
は
約
百
二
十
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

化

の

伝

承
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

活
動
、
イ

ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、

地
域
住
民

の
連
帯
の
強
化
、
旧
市
町
村
区
域

の
地
域
振
興
な
ど
の
た
め
の
基
金

積
立
に
約
三
十
九
億
円
の
特
例
債

が
、
上
限
と
し
て
発
行
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
、
合
併
重
点

支
援
地
域
に
指
定
さ
れ
た
関
係
市

町
村
が
広
域
的
に
行
う
公
共
施
設

（
例
え
ば
道
路
・
橋
り
ょ
う
等
）
の

合
併
前
の
整
備
事
業
に
対
し
て
も

新
た
に
財
政
措
置
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ン
太
　

こ
こ
ら
辺
は
、
そ
の
合
併
何
ち

ゃ
ら
地
域
っ
ち
ゅ
う
の
に
な
っ
と

る
だ
か
え
。

答
　
え

六
町
は
、
京
都
府
に
今
年
一
月

十
一
日
に
要
望
を
行
い
、
二
月
四

日
に
合
併
重
点
支
援
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

ベ
ン
太
　

そ
う
な
ら
、そ
の
合
併
と
く
と
く
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六
月
六
日
開
催
　

建
設
・
産
業
小
委
員
会

◆
合
併
協
定
項
目
の
調
整
方
針

（
案
）
に
つ
い
て
・
・
・
・
確
認

◆
建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て
（
そ
の
一
）

競
争
入
札
の
資
格
審
査
、
契
約
、

各
種
工
事
関
係
書
類
等
。
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
確
認

◆
公
営
住
宅
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
そ
の
一
）

一
般
公
営
住
宅
の
概
要
、
入
居

資
格
、
家
賃
等
。
・
・
・
確
認

◆
農
林
水
産
業
の
取
扱
い
に
つ
い

て
（
そ
の
一
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
、
森

林
整
備
計
画
等
。
・
・
・
確
認

◆
商
工
観
光
事
業
の
取
扱
い
に
つ

い
て
（
そ
の
一
）

暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
生

活
モ
ニ
タ
ー
制
度
等
・
・
確
認

六
月
十
一
日
開
催

住
民
・
福
祉
・
教
育
小
委
員
会

◆
合
併
協
定
項
目
の
調
整
方
針

（
案
）
に
つ
い
て
・
・
・
・
確
認

◆
保
健
衛
生
の
取
扱
い
に
つ
い
て

臨
時
の
予
防
接
種
及
び
感
染
症

に
関
す
る
こ
と
。
・
・
・
確
認

◆
学
校
教
育
の
取
扱
い
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
所
掌
事
務
に
関

す
る
こ
と
。
・
・
・
・
・
・
確
認

六
月
十
四
日
開
催

総
務
・
企
画
・
議
会
小
委
員
会

◆
合
併
協
定
項
目
の
調
整
方
針（
案
）

に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
確
認

◆
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取

扱
い
に
関
す
る
こ
と

合
併
時
の
議
会
議
員
の
定
数
特

例
、
在
任
特
例
等
に
関
す
る
こ

と
・
・
・
・
・
・
・
・
継
続
協
議

六
月
二
十
日
開
催

新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会

◆
報
告

・
委
員
長
・
副
委
員
長
の
選
任
に
つ

い
て

委
員
長
に

岡
六
右
衛
門
網
野

町
長
が
、
副
委
員
長
に
吉
岡
光
義

久
美
浜
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

・
「
新
し
い
ま
ち
の
建
設
計
画
策
定

の
た
め
の
住
民
意
識
調
査
」の
中
間

報
告

◆
協
議
第
一
号
　
新
市
建
設
計
画

に
つ
い
て

歴
史
・
沿
革
・
人
口
・
交
通
な

ど
、
建
設
計
画
の
中
の
丹
後
六
町

の
現
況
に
つ
い
て
（
案
）
が
提
示

さ
れ
た
。
・
・
・
・
・
継
続
協
議

峰
山
町
・
大
宮
町
・
網
野

町
・
丹
後
町
・
弥
栄
町
・
久
美

浜
町
の
合
併
協
定
項
目
の
調
整

を
行
う
に
あ
た
り
、
次
の
と
お

り
調
整
方
針
の
原
則
を
定
め
、

作
業
の
指
針
と
し
ま
す
。

◇
基
本
的
理
念

合
併
を
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
、
新

た
な
時
代
の
行
政
需
要
に
応
え

効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行

い
得
る
体
制
整
備
を
図
り
つ
つ
、

今
ま
で
の
各
種
施
策
を
再
構
築

し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
を
理
念
と
し
、
す
べ
て

の
事
務
事
業
を
調
整
し
ま
す
。

こ
の
際
、
六
町
の
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
と
特
色
に

配
慮
し
つ
つ
、
広
範
囲
な
行
政

区
域
が
均
衡
あ
る
発
展
が
で
き

る
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と
に
努

め
ま
す
。

◇
調
整
方
針

一．
（
住
民
福
祉
向
上
の
原
則
）

現
在
、
六
町
で
行
っ
て
い
る

各
種
住
民
福
祉
施
策
に
つ
い
て

は
、
市
制
移
行
後
も
基
本
的
に

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
こ

と
を
原
則
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、

整
理
統
合
が
可
能
な
類
似
の
事

業
及
び
同
様
の
代
替
的
な
事
業

に
集
約
で
き
る
事
業
に
つ
い
て

は
速
や
か
に
見
直
し
を
行
い
、

よ
り
充
実
し
た
住
民
福
祉
施
策

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

二．
（
負
担
公
平
の
原
則
）

使
用
料
、
手
数
料
、
各
種
税

金
、
負
担
金
な
ど
住
民
が
直
接
負

担
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
諸

法
令
等
に
従
い
公
平
で
公
正
な

負
担
と
な
る
よ
う
、
激
変
緩
和
に

配
慮
し
つ
つ
調
整
に
努
め
ま
す
。

三．
（
健
全
な
財
政
運
営
の
原
則
）

合
併
後
の
各
種
施
策
の
実
施

が
将
来
に
わ
た
り
円
滑
に
推
進

で
き
る
よ
う
、
合
併
を
機
に
財

政
の
再
編
成
を
行
い
、
財
源
の
安

定
的
な
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

健
全
な
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
保

て
る
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

四．
（
行
政
改
革
推
進
の
原
則
）

行
政
機
構
の
再
編
成
を
行
い
、

よ
り
効
率
的
で
機
能
的
な
組
織

の
改
革
に
努
め
、
こ
れ
か
ら
の

行
政
需
要
に
対
応
し
得
る
広
範

か
つ
専
門
的
な
組
織
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
施
設

の
有
効
利
用
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
住
民
生
活
の
利
便
向
上
に

努
め
ま
す
。

五．
（
適
正
規
模
準
拠
の
原
則
）

新
し
い
自
治
体
の
規
模
に
ふ

さ
わ
し
い
各
種
事
務
事
業
の
規

模
に
つ
い
て
、
既
存
の
事
業
の

内
容
を
見
直
し
、
適
正
な
規
模

と
な
る
よ
う
、
調
整
し
ま
す
。

六．
（
一
体
性
確
保
の
原
則
）

市
制
移
行
後
、
引
き
続
き
住

民
票
等
の
交
付
・
証
明
事
務
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
利
用
、

各
種
施
設
の
利
用
、
産
業
振
興

施
策
の
推
進
、
上
下
水
道
等
生

活
関
連
基
盤
の
安
定
的
な
稼
動

等
住
民
生
活
に
係
わ
る
事
項
に

つ
い
て
は
混
乱
を
き
た
さ
な
い

よ
う
速
や
か
な
一
本
化
に
努
め
、

円
滑
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。
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10弥栄町・久美浜町合併協議会事務局）

日　時 平成14年6月6日（木） PM1：30～4：10
場　所 あみの図書館２階集会室
出席者 １４人
主な議題
（1）協議第１号　合併協定項目の調整方針（案）について
（2）協議第２号　協定項目19-24 建設関係事業の取扱い
（3）協議第３号　協定項目19-25 公営住宅の取扱い
（4）協議第４号　協定項目19-28 農林水産事業の取扱い
（5）協議第５号　協定項目19-29 商工観光事業の取扱い
（6）次回の議題について
議事経緯
1 開会
2 委員長あいさつ
3 会議成立確認
4 議題
（1）協議第１号　合併協定項目の調整方針(案)について・・確認

主な意見

委　員　調整方針の中に激変緩和とあるが、それが予想さ
れるか、またどの程度か。

事務局　先進事例ではゴミ問題で料金がアンバランスであ
り、こうした点で料金調整をしなければならない
ものがあると想定してこういう表現を使っている。

委　員　健全な財政運営の原則は、非常に大事。国の交付
税の見直しの動きなど、安定した財源確保が、将
来難しくなると推測する。６町の財政の将来見通
しはどう想定されるか。

事務局　財政の将来見通しは、現在試算作業中。交付税に
ついては、町村に手厚い段階補正を本年度から見
直し、削減されることが決まっている。加えて、
公共事業の削減に伴う見直しも行われ削減され
る。さらに、自治体の自主努力が反映できる交付
税の算定改正が行われる見込みで、これも交付税
の削減につながるものと予想される。

委　員　６町の速やかな一体化とあるが、もっと詳しく。
事務局　新市がスタートすると同時にスムーズに事務を行

えるよう、住民票に係る電算システムの変更など、
その事前準備を行うという意味と、まちの将来は
一体性があってはじめて発展できるという２点の
意味を示している。

（2）協議第２号　建設関係事務の取扱いについて・・確認
主な意見

委　員　指名参加及び資格審査は、久美浜町のみ要綱を定
めているが、なぜ、要綱を定める必要があるのか。

部　会　入札及び契約の適正化の促進に関する法律が、平
成１３年４月から施行されており、入札の透明性
をより確保することとなっているため、要綱など
の定めが必要。

委　員　指名選考委員会の事務は、どういう経過で調整案
が作られたのか。

部　会　今の各町の事務の違いをまとめるのには、峰山町

の例に従うのが一番スムーズに行えるとの考えに
よる。

委　員　調整結果の案の示し方では、その理由が不明。理
由を明記されたい。

事務局　改善する。
委　員　新しいまちの首長によって、調整結果が変わって

しまうこともあるかもしれない。協議会ではどこ
まで決めておくのか。

事務局　６町の首長から、最大限一元化の調整をするよう
指示されており、努力しているところ。

委　員　何か平均値を出しているだけのようだが、市にな
れば規模、ボリュームが違う。
近隣の市を参考にするべき。また、先進事例で見
習うべきものは見習い、ユニークなものがあれば
取り入れるべき。

（3）協議第３号　公営住宅の取扱いについて・・確認
主な意見

委　員　町営住宅の家賃は、合併後
上がるのか。また、高所得
を得るようになった者は、
立ち退かねばならないか。

部　会　家賃については、現行のまま引き継ぐ。その算定
は、公営住宅法に基づき行っており、新市になっ
たから変更するものではない。また、公営住宅法
に定められた基準以上の所得のある者は、法に照
らして立ち退きをいただくことになっている。

委　員　１ページの調整案の借地料にかかる部分は、適正
価格の基準を定めることは必要だが、交渉で決ま
るものでもあり、また財政を圧迫する値上げを認
めることにもつながる。削除すべき。

事務局　削除する。
（4）協議第４号　農林水産事業の取扱い・・・確認

主な意見

委　員　農業振興地域整備計画で、農用地の見直しは、市
になって見直されるのか。また都市計画法とのか
らみが出てくるのか。

部　会　都市計画法と農用地はだぶらない。しかし、都市
計画区域がある町とない町がある。新しい市の土
地利用計画は、都市計画を含め、新しい体制で議
論されることになると考えるので、現行のまま新
市に引き継ぎたい。

委　員　森林施業計画は、新市になってもそのままいけるのか。
部　会　現在新しい制度に移行することとなっており、京

都府の指針が出た段階で、各町で地域や森林組合
に相談し見直しをされる見込み。

（5）協議第５号　商工観光事業の取扱い・・・確認
主な意見

委　員　住民の消費生活学習グループへの支援が丹後・弥
栄・久美浜町で行われていないのはなぜか。

部　会　峰山・大宮・網野町では組織ができており、
支援が行われている。

（6）次回の議題について
協定項目の協議について



11 （文責　峰山町・大宮町・網野町・丹後町・

日　時 平成14年6月11日（火）PM1:30～3:45
場　所 アグリセンター大宮
出席者 13人（欠席１人）
主な議題
（1）協議第１号　合併協定項目の調整方針(案)について
（2）協議第２号　協定項目19-15 保健衛生の取扱い
（3）協議第３号　協定項目19-20 学校教育の取扱い
（4）次回の議題について
議事経緯
1 開会
2 会議成立確認
3 議題
（1）協議第１号　合併協定項目の調整方針(案)について・・確認

主な意見

委　員　先日の建設・産業小委員会の次の日の新聞報道で
は、小委員会での決定が協議会での決定のように
とれる内容だったが、事務局の見解はどうか。

事務局　最終決定は協議会での確認となる。
委　員　先進事例の多くは、一体性確保の原則が１番に書

いてあるのに、ここでは６番目となっているがなぜか。
事務局　一体性を確保するのは、自治体としては当然のこ

とだが、この方針(案)は順番というものを意識し
た番号付けとはしていない。

委　員　新市建設計画策定小委員会の概要に、「他の小委
員会は新市になる場合の事務についての一元化調
整等を専門的に」とあったが、事務的な調整だけ
が小委員会の役目なのか。

事務局　合併協議会で、全てを調整するのは困難なので、
専門的に調整していただくため小委員会が設置さ
れている。小委員会としての理念など活発なご意
見をいただければありがたい。また、この小委員
会から新市建設計画策定小委員会に出ておられる
委員さんにより、この場の総意を計画に反映でき
るような仕組みとしており、また事務局としては
委員の貴重な意見を、その後の資料等に反映させ
るよう努力したい。

委　員　この方針(案)と新市の建設計画の策定方針との関
係はどうか。また、この方針(案)の内容に、住民
の意向・要望等を協議の中で尊重する上で大事で
ある、この地域の課題・特性が表現されるべきと
考えるがどうか。

事務局　建設計画の策定方針と合併協定項目の調整方針
(案)は重なり合うもので、現状を踏まえてすり合
わせをして行かなければならない。また地域の特
性等について配慮をしており、理念の中の「まち
づくりの歴史と特色に配慮しつつ、広範囲な行政
区域が均衡ある発展ができる」という部分が、地域
の大きな特性等を表現できていると考えている。

（2）協議第２号　保健衛生の取扱いについて・・確認
（3）協議第３号　学校教育の取扱いについて・・確認

主な意見

委　員　新市になった場合の、通学区域の問題や学校の統
廃合の問題は、どこで議論されるのか。

委　員　学校の問題は、協定項目の19-19に小中学校、幼
稚園の通学区域の取扱いというのがあるので、こ
れから先に話し合う場所があるのではないか。

事務局　この小委員会での議論になる。
委　員　６町は、新しいまちになるの

だから、この場が学校教育に
ついてどうして行くんだという
ことを話し合う場所ではないのですか。３号委員
さんをはじめ、意見を出す場があるのか。

委　員　細かいところまでの議論はとてもできないと思う
ので、問題点を指摘して新市で考えてもらうとい
う協議の仕方もある。

委　員　住民の不安に思っていること、新市の教育等に対
する理念について議論すべきではないのか。法律
で決まった事務などの調整に貴重な時間を使うの
はどうか。

事務局　事務局としては、事務を新しい自治体に移行させ
て行かなければならないという重要な役目を負っ
ているので、行政内部でその調整をし、委員の
方々にお計りできる資料等を用意しなければなら
ない。難しいテーマについては調整中であり、今
後出させていただく。

委　員　法律等で規定された事務など簡易なものは、一定
任せるので説明は不要。質問があれば質す。また
調整しなければならない重要なものは早く出して
ほしい。

委　員　病院や幼稚園といった、委員に分かりやすいとこ
ろから、また議論の難しい問題から入ってほしい。

委　員　住民の代表として、重荷を背負った中で議論して
いけるものを出してほしい。

事務局　すべての事務事業のリストアップは、近くほぼ出
来上がる見込み。確認だけで済むものは、そのよ
うに仕分けしするなど工夫をして出していきたい。

委　員　住民の意識調査の結果については、新市建設計画
策定小委員会だけで検討されるのか。

事務局　意識調査については、協議会で全委員に御議論い
ただくに際し、住民意見を参考にしていただける
よう行ったものであり、かつ新市の建設計画作り
において、住民の新市に対する思い、期待、不安
を把握しておくという２点の観点で実施した。
結果については、合併協議会本体で報告させていただく。

（4）次回の議題について
協定項目の協議について（調整案のできたものか
ら順次提案したい）

主な意見

委　員　資料の中で、調整結果のところに現行のままで新
市に継承とあるが、今後調整結果のところは、ど
のように分類されて提出されるのか。

事務局　調整案と、この案がどういう考え方で整理された
かという理由を付して、議論しやすいようにしたい。



12弥栄町・久美浜町合併協議会事務局）

日　時 平成14年６月14日（金） PM1：30～2：25
場　所 峰山町役場２階大会議室
出席者 １４人
主な議題
（1）協議第１号　合併協定項目の調整方針（案）について
（2）協議第２号　議会議員の定数及び任期の取扱いに関すること
（3）次回の議題について
（4）合併基本４項目について

議事経緯
1 開会
2 会議成立確認
3 議題
（1）協議第１号　合併協定項目の調整方針（案）について・・確認

主な意見

委　員　文中に各種施策の再構築とあるが、スクラップア
ンドビルドということか。水道料など町のなかで
も違うが、公平公正な負担の意味するところは。
また、財政及び行政機構の再編成とはどういうこ
とか。

事務局　全体として、新たに自治体を作るという意味で再
構築という言葉を使っている。他の先進事例では
ごみ問題、水道料金問題などが最後まで残ってい
ることが多く、小委員会、協議会で判断していた
だくのに公平公正という観点でお願いしたいとい
う意味である。

委　員　１の住民福祉向上の原則の中で、サービスを低下
させないことを原則とするとあるが、原則を謳っ
ている中での原則は、あくまで原則でしかないよ
うにとれるので、文中の原則は取ったらどうか。

事務局　６つの原則とは、考え方という意味で使っている。
文中の原則を取ると意味合いが変わってくる。例
外ということを含めての原則である。

委　員　６つの原則は大事だし、よくまとまっている。し
かし、負担は出来るだけ低く生活は高くといった、
住民に視点をおき６つの原則を集約した、原則の
原則がいるのではないか。また、調整は最大公約
数ではなく、高度な電算化など何か一味違った工
夫を望みたい。

委　員　合併というのは、以前から言われている交付税等
の問題と絡んでおり、行政のスリム化・効率化を
進め、住民サービスのために体力をつけることと
考えられるが、１０年後、１５年後を考えた調整
にしないと、全てサービスの高いところに合わせ
るような、既得権益ばかりを求めていては、現在
の繰り返しになるのではないか。調整は、全て健
全な財政運営の原則につながっていくと考える。

（2）協議第２号　議会議員の定数及び任期の取扱いに
関すること・・・継続協議

主な意見

委　員　議会議員の選挙において、小選挙区制を設けるこ
とが可能か。可能な場合、その区割りなど、どの

時点でどの機関が決めるのか。公選法に基づく選
挙を実施する選挙管理委員会はどこで立ち上げる
のか、その委員はどこで決めるのか。

事務局　全国で小選挙区を設けたのは、総務省調べによる
と平成１１年までで３例。その内二つは島がある
ことによるもので、合併を要因としたケースは１
例あるのみ。議会での定数等の議論を踏まえた上
で、この協議会で議論し、手続き上、最終的には
議会で決められることになるだろう。選挙管理委
員会については、新しく選任されるまでの間は、
現６町の委員の中から、暫定的に委員を選ぶこと
となっており、その委員のもとで新市における選
挙が行われる。

委　員　議会で決めてから、合併協議会で議論するのか。
そうすると、例えば一町でも議会が小選挙区制に
反対の場合、これはできないのか。これがはっき
りしないと、定数特例・在任特例についても協議
できないのではないか。

事務局　手続き上、合併そのものの結論は、各町長が各町
の議会に合併議案を提案し、その議決で決まって
いくということであるが、合併に係る全ての議論
はこの協議会で行うこととなっている。

委　員　それぞれの町において議員の状況が違うので、い
きなり私たちが論議をするのはいかがなものか。
とりあえず、各町の議員の意見を集約して、再度
この小委員会での検討課題としたらどうか。

委　員　住民意識調査の中で、特別職・議員数の減少、職
員数の適正化などによる行政経費の削減への期待
や、また議員数の減少で住民の意思が反映されに
くいという不安を問う項目があるが、調査の結果
はどうなっているのか。先進事例では、行政経費
の削減と、行財政運営の効率化という部分への期
待が一番だった。なお、この協議項目については、
党派を越えて各町の議会で協議会と並行して議論
していただきたい。

事務局　住民意識調査は今集約中で、近日中に示したい。
委　員　継続協議というのは、各町の議会での審議が終わ

ってからか、それとも次回までにということか。
事務局　継続というのは、次回も議題として存在するが、

協議できる状況にあるかどうかは部会の方とも相
談していきたい。

委　員　それぞれの議会で、何をどこまで決めればいいのか。
在任特例、定数特例や任期など議会で決めるのか。

事務局　各議会では、特例を使うか使わないか、使う場合は
いつまでかといった意見集約をお世話になり、そ
れを一般の町民が入っておられるこの小委員会で
議論し、これを受け再度議会の方で協議を深めてい
ただくという流れで進めていければと考えている。

（3）次回の議題について
協定項目の協議について

（4）合併基本４項目（合併の
方式、合併の期日　新市の名称　新市庁舎の位置）
については、総務・企画・議会小委員会ではなく
合併協議会の場での協議項目とする。・・・確認



13

1.　序　論 

2.　峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町の概況 

3.　6町合併の必要性 

4.　主要指標の見通し 

5.　新市建設の基本方針 

6.　新市の施策 

7.　新市における京都府 
　　事業の推進 

（1）新市建設計画策定　   
　  の方針 

（1）位置と地勢・歴史 
（2）人口、産業の現状 

（1）新市の将来像 

（1）人口 
（2）世帯 

（3）広域圏における位 
　  置付け 
（4）地域の特性（まとめ） 
　  及び課題 

新市建設計画を策定するに当たっての策
定方針を検討する。 

（2）新市建設の基本方針 

（3）都市構造と土地利用 

（1）の将来像を踏まえ、将来像実現のた
めの“新市建設の基本方針”について、例
えば、以下のような視点から検討する。 
q都市基盤整備 
w自然環境の保全と生活環境の整備 
e教育・文化の振興 
r健康・福祉の充実 
t産業の振興 
y住民参画型のまちづくりと連携・交流の推進 
u行財政の効率化 

ゾーニングと軸線により、概念的に新市の都市構造
を設定するとともに、新市をいくつかの地域に分類
し、地域別の土地利用の基本方向を検討する。 

（1）施策の体系化 5.の（2）における基本方針ごとに、より具体的な施策方
針を設定し、新市建設に向けての施策の体系化を行う。 

新市において、推進すべき京都府事業に
ついて検討する。 

9.　財政計画 過去の歳入・歳出の推移や合併にともなう支援措置の
活用等を踏まえ、合併後の財政計画について検討する。 

8.　公共的施設の統合 
　　整備 

住民サービスの低下を招かないように配慮し、各
地域のバランス及び財政事情を勘案して、公共
的施設の統合整備の方向性について検討する。 

（2）新市建設の基本方針 
　  に対応した施策展開 

6.の（1）における施策の体系の柱ごとに、住民ア
ンケート調査の結果などを踏まえながら、施策展
開に向けての考え方・方向性を設定し、それに対
応した主要施策や事業の位置づけを行う。 

6町合併後の将来の総人口、就業人口とと
もに、年齢階層別人口、世帯数についてそ
の見通しを検討する。 

（1）社会潮流から見た合 
　  併の必要性 

地方分権の時代、高齢社会等の社会潮流
からの合併の必要性について検討する。 

（2）暮らしやすい地域づくり
　  から見た合併の必要性 

住民・行政サービスの高度化・多様化に対
応する上での合併の必要性を検討する。 

（3）地域の活性化と合併の
　  必要性 

地域の商工・農林漁業の活性化、観光・レ
クリエーションの振興といった視点からの
合併の必要性を検討する。 

（5）合併に向けての留意点 上記（1）～（4）の必要性とともに、住民アン
ケート調査の結果などを踏まえ、住民にとっ
て不利益、不便が生じないような合併及び
新市づくりのための留意点を整理する。 

住民アンケート調査等の結果などを踏まえ、新市の“まち
づくりの基本理念”を設定するとともに、その基本理念を
具体化するための“新市建設の目標（将来像）”を示す。 

（4）行財政の効率化と合併
　  の必要性 

活力ある自治体づくりに向けて、行財政の効率
化の視点から、合併の必要性を検討する。 

6町の地勢・歴史的な背景を整理するとと
もに、社会・経済指標の推移を把握し、地
域の現況を分析する。 

広域市町村圏計画や京都府の長期計画等から、6町の
広域圏における位置付け、役割等について整理する。 

（1）～（3）及び住民アンケート調査の結
果などを踏まえ、6町の特性及び今後のま
ちづくりに向けての課題を検討する。 

（文責　峰山町・大宮町・網野町・丹後町・

日　時 平成14年6月20日（木） PM1：30～2：17
場　所 あみの図書館2階集会室
出席者 19人（欠席1人）
主な議題
（1）委員長、副委員長の選

任について
（2）報告事項　

「新しいまちの建設計
画策定のための住民意識調査」中間報告

（3）協議第1号　新市建設計画について
「峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜
町の現況」

（4）次回の議題について
議事経緯
1開会
2会議成立確認
3中江宏樹丹後町長の委員就任のあいさつ
4議題
（1）委員長、副委員長の選任について

委員長　　 岡六右衛門網野町長
副委員長　吉岡光義久美浜町長を選出

（2）報告事項
「新しいまちの建設計画策定のための住民意識調
査」中間報告

（3）協議第1号　新市建設計画について・・継続協議
「峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久
美浜町の現況」の記述について

主な意見

委　員　新市建設計画「現況」2-12からの、その他日常
生活行動の動向の図について、見易さ・地域の関
係等、表記を工夫してほしい。

事務局　持ち帰って検討する。
委　員　新市建設計画「現況」2-11の通勤先別就業者数

は、他のデータと違い平成7年国勢調査が基になっ
ているが、平成12年国勢調査のデータはないのか。

事務局　平成12年国勢調査については、この部分の分析
データがまだ公表されていない。
公表され次第置き換えたい。

委　員　新市建設計画「現況」2-10の京都市までの時間
距離の算出方法は何か。

事務局　確認して後日返答させていただく。
（4）次回の議題について

①「新しいまちの建設計画策定のための住民意識
調査」結果報告

②継続協議　協議第１号「新市建設計画について」



■今後の会議予定（傍聴人数は予定） 

 
 
　丹後は文化面で遅れていると
感じており、子育てや人材の育
成、また福祉・観光など、小さ
なところで考えていないで、丹
後という大きな枠組みの中で考
えていきたい。今、大阪などと
の距離が縮まった中で、一つに
なって、丹後として何ができる
のだろうか。 

荒田ケイ 委員（大宮町）  
 
　丹後6町は年々、少子高齢化、
過疎化が進行する中で、産業の
振興、雇用問題、ライフライン
の整備、財政難など共通の問題
を抱えています。目先のことに
とらわれず、将来にわたって私
達の住む地域が活性化し発展す
るにはどうすべきかをみんなで
真剣に考えてみようではありま
せんか。 

太田俊輝 委員（峰山町） 

 
 
　高齢化社会を迎え、福祉など
職員の専門化、資質の向上が求
められている。合併をしなかっ
たらどうなるかということを、
住民に十分理解してもらうとと
もに、それぞれの町の総合計画
を新市計画に取り入れて、それ
ぞれの地域にあった計画を立て
ていただきたい。 

下田喜六 委員（丹後町）  
 
　事務事業の調整については、
６町の平均値を出すようではだ
め。他の市のいいところ、悪い
ところなどの情報を取り入れ、
新しいシステムに組み入れたら
いいと思います。もし、新しい
まちになるなら、道路整備など
の大型事業に期待します。 

梅田和男 委員（網野町） 

 
 
　道路整備で都会や近隣との行
き来が盛んになり、輪が大きく
なればいいと思いますし、イメ
ージアップにつながればいいと
思います。不安に思うことは、
役場が遠くならないだろうかと
いうことで、住民に負担がかか
らないように考えなければいけ
ないと思います。 

川　明美 委員（久美浜町）  
 
　新町移行から約半世紀を経過
し、自治体のあり方を住民自ら
が協議してみるのは時宜を得て
いる。新しいことを前向きに捉
えるか後ろ向きになるかで意見
も違う。都市出身者の立場を生
かし、新市移行のスケールメリ
ットとデメリットについて意見
を出したい。 

梅田直一 委員（弥栄町） 

総務・企画・議会小委員会 10人 
10人 
10人 
10人 

住民・福祉・教育小委員会 
建 設・産業小委員会  
新市建設計画策定小委員会 

７月１５日（月）PM1:30～丹後町役場 
７月１１日（木）PM1:30～弥栄町役場 
７月  ９日（火）PM1:30～JA久美浜支店 
７月１７日（水）PM1:30～丹後町役場 

傍聴人数 第 ４ 回 目 

第３回峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町合併協議会 ７月２４日（水）PM1：30～アミティ丹後 

10人 
10人 
10人 
10人 

30人 

8月１２日（月）PM1：30～峰山町役場 
傍聴人数 第 5 回 目 

８月  ７日（水）PM1：30～アグリセンター大宮 
８月  ６日（火）PM1：30～アミティ丹後 
８月２０日（火）PM1：30～弥栄町役場 
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